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代議員会 

通常総会 

受賞おめでとうございます 

理事会  

委員会だより 
（厚生管理） 

国保だより 

県民公開講座 

郡市会だより 
（玉名、宇土、熊本、荒尾、鹿本） 

会長の動静 

会務報告 

社団法人　日本歯科医師会 

ー表紙に寄せてー 

県内有数の桜の名所、

菊池公園。菊池神

社の境内へとつな

がる道は、さなが

ら「桜のトンネル」

といった様相です。 

　　　　　（A.J.） 

2010

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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最近､ 社会保険の変更が続く｡ これまでは､ 中小企業等で働く人

やその家族が加入していた健康保険 (政府管掌健康保険､ 社会保険

庁で運営) の替わりに､ 新たに全国健康保険協会 (協会けんぽ) が

設立された (平成20年10月１日)｡ この協会は､ 非公務員型の法人として新たに設立された

保険者であり､ 都道府県ごとに支部が設けられ､ 地域の実情に応じた事業を展開してゆくこ

とになった｡

その業務とは､ 地域の医療費等の分析の推進､ 後発医薬品の使用促進､ インターネットを

通じた医療費通知の実施､ 保健指導の効果的な推進､ 関係方面への積極的な発信､ 調査研究

の推進と列記され､ ｢調査研究｣ とは次のように説明されている｡

｢保険者機能の強化のための基盤の整備を図るため､ 有識者に参画を求め､ 国内や諸外国の

保険者の取組みに関する情報を収集・整理するとともに､ 医療費適正化や医療の質の確保及

び医療費データ等の分析などにおける保険者の役割や推進方策等に関して調査研究を実施す

る｡｣

保険料率についても都道府県毎に決められ､ 本県では現在8.23％､ この３月からは9.37％

となる｡ ただ､ 保険財政の悪化が懸念されていて､ 9.9％に引き上げる必要があると協会は

発表している｡ 同時に国庫補助率を13％から16.4％に引

き上げるように厚生労働大臣に要請した｡ それを受けて

厚生労働省は協会けんぽへの財政支援のために健康保険

組合と共済組合の負担を増すことを提案した｡ この調整

は難航が予想される｡

同じく国保の保険料は値上げになり､ 来年度から年間

上限額を４万引き上げ63万円にする方針が示された｡ 引

き上げ幅は1993年度と並び過去最大だ｡

社保､ 国保とも保険料が値上げされるが､ もっと不透明なのが後期高齢者医療制度の行く

末だ｡ 年金問題と並び､ 政権交代の原因であるこの制度はこの３年間で ｢廃止｣ が決まって

いて､ 新しい制度を作り上げるために ｢高齢者医療制度改革会議｣ (メンバーは高齢者の代

表､ 関係団体の代表､ 有識者の計19名) が設置された｡

検討に当たっての６原則は①後期高齢者医療制度は廃止する｡ ②高齢者のための新たな制

度を構築する｡ ③年齢で区分するという問題を解消する制度とする｡ ④市町村国保などの負

担増に十分配慮する｡ ⑤高齢者の保険料が急に増加したり､ 不公平なものにならないように

する｡ ⑥市町村国保の広域化につながる見直しを行う､ というものだ｡

そのタイムスケジュールは①本年夏､ 中間的なとりまとめ｡ ②年末､ 最終的なとりまとめ｡

③平成23年の通常国会に法案提出｡ ④平成25年４月をに新たな制度の施行､ となる｡

昨今の政治の迷走からすると､ 年金や医療制度の改革の先行きはわからない｡ 診療報酬改

定ばかりでなく､ これらの問題に注目していきたいと思う｡

������������������
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代議員会
日 時 平成22年３月20日 (土) 午後２時

場 所 熊本県歯科医師会館

４階大ホール

氏名点呼 代議員47名全員出席

１. 開 会
副会長 前野 正春

２. 議事録署名人氏名
小野 秀樹 (熊本市)

守永 純一 (八代)

３. 物故会員に対する黙祷
井手 一之会員 (熊本市)

片山 豊二会員 (菊池郡市)

春野 惟尚会員 (玉名郡市)

法 道昭会員 (鹿本郡市)

４. 挨 拶
会長 浦田 健二

５. 来賓挨拶
日歯連盟会長 堤 直文

６. 報 告
１) 会務報告 専務理事 渡辺 賢治

２) 会計報告 常務理事 西野 隆一

３) 監査報告 監 事 片山 公則

４) 日歯代議員会報告

日歯代議員 小島 博文

７. 議 事
８. 協 議
９. 閉 会 副 会 長 中嶋 敬介

会長あいさつ要旨

日頃より会務の執行にご協力いただき御礼
申し上げます｡ 会長への手紙や各郡市でのタ
ウンミーティングでご意見をうかがい会務運
営の参考にさせていただいているところです
が､ これからもさらにご意見を賜ればと思い
ます｡ ２１世紀プロジェクト､ 総合政策プロ
ジェクトなど新しい事業に取り組んでいる途
中ですが､ 次年度に何らかの結果を出せれば
と思います｡ １月より医療相談・苦情がかな
り寄せられており､ 過去に例がないほどで３
月も同様に寄せられております｡ 金銭に関す
るトラブルが多く､ 郡市においてもことある
ごとに会員の先生方にお伝えいただければと
思います｡ ｢生活を支える医療｣ という大前
提が崩れると信頼を失いかねません｡ 郡市か
らもそのような相談や苦情が減るよう取り組
みをお願いします｡ 4月よりご存知のように､
今回の診療報酬改定では2.09％久しぶりのアッ
プとなり資料をお出ししているところであり
ます｡ 政権交代をうけてさらに期待できると
ころが２つほどあり１つは､ 保険業法の見直
しによりグループの共済・年金に関して1000
人以上の団体は適用除外にならないというこ
とでしたが､ 今国会で少し見直される可能性
があり､ 今後の日歯の福祉共済・年金にとっ
ては非常にありがたいことです｡ もう一つは､
公益法人改革問題ですが第２次事業仕分けに
おいて､ 民間主体の公益法人にも改革を適応
するのか議論されるようで､ 内容が変わる可
能性があります｡ 民主党がマニフェストに挙
げている税制改革が不安の残るところではあ
りますが､ ７月の参院選ではしっかりと支援
し､ 政府に対してしっかりと意見が述べられ
るようにしていきたいものです｡

��������������
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[ 議事 ]
第１号議案 平成21年度特別会計熊本県歯科

医師会8020推進事業会計収入支

出予算 (案) の承認を求める件

第２号議案 平成21年度特別会計熊本県歯科

医師会歯科医療安全管理体制推

進特別事業会計収入支出予算

(案) の承認を求める件

第３号議案 平成21年度特別会計熊本県歯科

医師会介護者歯科実技研修事業

会計収入支出予算 (案) の承認

を求める件

第４号議案 平成21年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出補正予算

(案) の承認を求める件

第５号議案 平成21年度特別会計熊本県歯科

医師会収益事業会計収入支出補

正予算 (案) の承認を求める件

第６号議案 平成22年度熊本県歯科医師会事

業計画 (案) の承認を求める件

第７号議案 平成22年度会費及び負担金の賦

課額､ 賦課率並びにその徴収方

法 (案) の承認を求める件

第８号議案 平成22年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出予算 (案)

の承認を求める件

第９号議案 平成22年度特別会計収入支出予

算 (案) の承認を求める件

以上すべての議案が承認可決された｡

代議員事前質問
１､ 日歯年金制度について

(鹿本郡市 原賀議員)

【質問要旨】
①年金受給が始まったば

かりの､ 65歳の先生は

自分が納付した金額を

受給できるのは､ 何年

何ヵ月後になるのか？

②日歯年金の ｢適用利率｣

と ｢年金額｣ に乖離が

見られます｡ その理由を教えていただきた

い｡

【回答】
日本人の平均寿命を80才とした場合

①例１ 35才から月額３万円を60才まで納付

した場合 (平均利回りが2.5％とした場合)

納付期間25年 納付総額 900万

受給総額 1,459万／受給期間：15年

10年で元本を上回る

例２ 45才から月額３万円を60才まで納付

した場合 (平均利回りが2.5％とした場合)

納付期間15年 納付総額 540万

受給総額 765万／受給期間:15年

11年で元本を上回る

※10年保証付の終身年金……65才から生涯

にわたって年金給付が受けられる｡

但し上記２例は､ あくまでも運用利回り

が2.5％となる場合であり､ 2.5％より下

回れば､ 受給総額は変動する｡ また受給

総額は平均寿命を80才と想定し､ 受給期

間を15年として算出

②日歯年金の運用制度は平成11年度までは確

定給付型となっていたので､ 予定利率

(6.5％) と実際の運用は､ ギャップが生じ､

現行の運用実績よりも乖離した給付をして

いたため､ 将来必要とする資金をどんどん

食いつぶす結果となることが予想され､ 運

用の見直しが行われました｡ 平成12年度か

ら実績配当型に変更し､ 運用によって出た

プラスとマイナスは､ 加入者､ 受給者全員

が､ １年単位､ 精算する仕組みとなりまし

た｡ ご質問は､ 現行の運用における､ ｢適

用利率｣ と ｢年金額｣ に乖離がみられると

のことですが､ 給付額については､ そのと

きの経済環境に反映した､ 運用利率を使っ

て計算しますで､ 乖離はしていないと思わ

れます｡

２､ 県歯移動学術講演会開催について
(玉名郡市 森議員)

【質問要旨】
県歯主催の学術講演会

を熊本市内だけではな

く､ 年に１～２回位は

郡部 (城北・城南・天

草など) で開催して欲

しい｡

【回答】
平成22年度に郡市での開催を実施する予定

で､ 企画､ 準備を進めています｡
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３､ 日当の見直しについて
(上益城郡 玉置議員)

【質問要旨】
現在の歯科界の状況は

最悪であると思われま

す｡ 学院の日当は見直

しされ､ UPすると聞

いていますが､ もうボ

ランティアでは済まな

い状態ではなかろうかと思います｡

会員が診療している間､ 会員のために活動

されていることを考えると役員日当のＵＰ

も当然ではないでしょうか｡

【回答】
県歯会の収入・支出等の予算が絡んでいま

すので､ 総合的な視点において考える必要

があります｡ 今後､ 将来を見据えて､ 他県

の実情も勘案して､ 検討を続けて行きたい

と考えています｡

４､ 会員死亡時における遺族の相談窓口の創
設について (菊池郡市 荒木議員)

【質問要旨】
昨年11月に菊池郡市歯

科医師会の会員 (50才

代) が死亡されました｡

予期せぬ突然の出来事

であったため残された

遺族にとっては､ これ

からの生活を考えると大変な状況にありま

す｡ そこで､ ①会員死亡に伴い早急に手続

きを行う必要のあることについて②医院の

継承を含めた今後の生活について､ 遺族が

安心して相談できる態勢を整えていただき

たいと考えます｡

【回答】
①ご逝去に伴う､ 歯科医師会に関する諸手続

(共済・国保) 及び行政・九州厚生局 (閉

院等) への手続きは､ 確認のうえお知らせ

しています｡

②育英制度により､ 後継者育成のための支援

をしています｡ 又､ ｢県歯会員何でも相談

窓口｣ を開設していますので､ ご相談いた

だければ対応して行きたいと考えています｡

５､ 会員および会員の家族の訃報の通知につ
いて (鹿本郡市 武市議員)

【質問要旨】
郡市間の会員及びその

家族の訃報の通知につ

いて現在の県歯の状況

とその方法､ そして改

善するように考慮され

ているのか？について

伺いたい｡

【回答】
土曜日の午後・日曜日は職員１人で対応す

るため､ 通知時間が遅れるが必ず当日には

連絡しています｡ 現状では､ 郡市会長・所

属大学同窓会会長・県歯役員に訃報連絡

(FAX)､ 各会員の先生方には各郡市で各々

会員の先生に通知していただくようなシス

テムとなっています｡

６､ 歯科衛生士不足について
(菊池郡市 �木議員)

【質問要旨】
現在､ 歯科界を取り巻

く状況は非常に厳しい｡

衛生士が不足し､ 優秀

な技工士も不足してい

る｡ 各郡市の歯科医院

において歯科衛生士の

確保には苦慮している様に見受けられる｡

県歯においても休眠衛生士の掘り起こし等

の対策をお願いしたい｡

【回答】
歯科衛生士の掘り起こしの一環として､ 未

就業歯科衛生士のためのリカバリー研修会

を開催しました｡ また今後も開催していく

予定にしております｡

衛生士専門学院入学試験におきましては､

各郡市にも指定校推薦枠を設け､ より広く

各地からの応募､ 入学ができるように進め

て行っております｡ ２３年度､ 各郡市にも

臨床実習場を設けて､ 各郡市出身者の実習

を委託できるように現在検討中です｡
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７､ 診療科目・広告の自主規制について
(菊池郡市 原賀議員 (予))

【質問要旨】
先日､ 県歯より診療科

目並びに各メディアで

の広告文言に対する､

県の指導文書が届きま

した｡ 県歯会員でのコ

ンプライアンスがまだ

周知されていない様で､ ｢審美歯科｣ ｢○○

研究所｣ ｢ホワイトニング｣ ｢○○を守る会｣

等の看板等も散見されます｡

県歯の対応についてお伺いいたします｡

【回答】
｢医療広告｣ につきましては､ これまで模範

的な例を交えて会員に通知しています｡ 今

後､ 新しい情報につきましても迅速にお知

らせし､ 注意を促して行きたいと考えてい

ます｡ また､ これまで広告会社に対し申し

入れを行っており､ 今後も申し入れをして

行きます｡

なお､ 違法広告に対する現在の熊本県の対

応は､ 事前に本会に指導するように依頼が

あり､ それを受けて本会から改善されるよ

うに御願いします｡ それでも改善されなかっ

た場合は､ 直接熊本県の立入検査 (行政指

導) を受けることになります｡

８､ ジェネリック薬品､ 公益法人制度改革に
ついて (八代 守永議員)

【質問要旨】
①医療費適正化に伴うジェ

ネリック薬品の使用促

進が求められています｡

共済､ 協会健保に続き､

国保においても“お願

いカード”の配布が予

定されているようです｡ 医師会においては理

事会での検討､ 薬剤師会との勉強会など様々

な対応をされています｡ 県歯としての三師会

での動き､ あるいは会員向けの講演会の予定

など教えて下さい｡

②公益法人制度改革について､ 県歯のタイム

スケジュール及び執行部だけで原案をまと

められるのか教えて下さい｡

【回答】
①県で設置されている後発医薬品安全使用・

啓発協議会 (県薬務衛生課所管) に､ 本会

伊藤常務理事が参画しておりますので､ 協

議会においてどのように推進すべきかを課

題として検討中であり､ その推移を見なが

ら会員に情報伝達していくか考えています｡

②公益社団認定に向けてのスケジュール表

(P10)

(広報 佐藤 昭彦・西 正浩)

平成22年度 特別会計収入支出予算書

会 計 別 本年度予算額 前年度予算額
比 較

増 減

共済互助会計 97,424,000 99,244,000 1,820,000

衛生士専門学院会計 105,106,000 101,322,000 3,784,000

学院運用基金会計 6,747,322 6,733,909 13,413

口腔保健センター会計 18,847,000 17,786,000 1,061,000

労働保険事務組合会計 6,691,000 6,391,000 300,000

産業歯科会計 2,406,000 2,701,000 295,000

歯の衛生週間事業会計 3,057,000 3,117,000 60,000

収益事業会計 26,947,000 26,834,000 113,000

資金調整基金会計 77,322,232 81,322,232 4,000,000

くまもと歯の健康文化賞会計 152,000 117,270 34,730

本会運営基金 10,000,000 10,000,000
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款項 科 目

本 年 度
予 算 額

構 成 比 対前年度
のび率

前 年 度
予 算 額

比 較
備 考

款 内 対予算 増 減�. 事業活動収支の部
１. 事業活動収入

1 特定資産運用収入 176,000 100.0% 0.1% -33.6% 265,000 89,000
1 特定資産運用収入 176,000 100.0% -33.6% 265,000 89,000 基本財産積立金利息

2 会費収入 116,470,000 100.0% 81.8% -0.9% 117,495,000 1,025,000
1 会費収入 69,770,000 59.9% -1.1% 70,578,000 808,000 一般･終身･親子･勤務･特別･準･勤務医･新入

2 収入割収入 44,015,000 37.8% -0.2% 44,112,000 97,000 徴収率2.1/1000

3 会館費負担金収入 2,685,000 2.3% -4.3% 2,805,000 120,000 新入会員入会時 (分割払)

3 未収入金収入 408,000 100.0% 0.3% 15.9% 352,000 56,000

1 未収入金収入 408,000 100.0% 15.9% 352,000 56,000 未納者６名分
4 入会金収入 3,960,000 100.0% 2.8% 6.5% 3,720,000 240,000
1 入会金収入 3,960,000 100.0% 6.5% 3,720,000 240,000 新入会員入会時 (一括払・分割払)

5 補助金等収入 11,605,000 100.0% 8.2% -41.1% 19,700,000 8,095,000

1 受託金収入 3,981,000 34.3% -67.0% 12,066,000 8,085,000

衛生士学院補助金
260,000円

口腔保健センター補助金
3,095,000円

歯の衛生週間事業負担金
626,000円

2 助成金収入 5,000,000 43.1% 0.0% 5,000,000 健康診断
3 日歯事業助成金収入 2,624,000 22.6% -0.4% 2,634,000 10,000 21年11月末基準

6 雑収入 1,249,000 100.0% 0.9% 10.0% 1,135,000 114,000
1 受取利息収入 460,000 36.8% 29.9% 354,000 106,000 普通・定期預金利息
2 広告費収入 660,000 52.8% 0.0% 660,000 熊歯会報､ 熊本県歯科医学大会広告料
3 校舎使用料収入 1,000 0.1% 0.0% 1,000 熊本歯科衛生士専門学院より
4 雑収入 128,000 10.2% 6.7% 120,000 8,000

7 寄付金収入 1,000 100.0% 0.0% 0.0% 1,000
1 寄付金収入 1,000 100.0% 0.0% 1,000

8 繰入金収入 8,441,000 100.0% 5.9% 31.6% 6,412,000 2,029,000
1 他会計繰入金収入 2,441,000 28.9% 1.2% 2,412,000 29,000 共済互助会計､ 収益事業会計
2 資金調整基金繰入金収入 6,000,000 71.1% 50.0% 4,000,000 2,000,000

事業活動収入合計 (A) 142,310,000 100% -4.5% 149,080,000 6,770,000
２. 事業活動支出

1 会議費支出 7,415,000 100.0% 4.8% 11.4% 6,654,000 761,000
1 総会費支出 883,000 11.9% 229.5% 268,000 615,000 総会日程作成料､ 役員改選諸費用
2 理事会費支出 3,657,000 49.3% 12.8% 3,241,000 416,000 理事会・常務理事会
3 諸会議費支出 2,875,000 38.8% -8.6% 3,145,000 270,000 代議員会・各郡市会長会議等

2 事業費支出 57,106,000 100.0% 36.9% -0.7% 57,530,000 424,000
1 医道高揚費支出 895,000 1.6% -40.3% 1,500,000 605,000 古希会員表彰等
2 地域保健事業費支出 800,000 1.4% -20.0% 1,000,000 200,000 笑顔ヘルＣキャンペーン関係

3 総合政策推進費支出 2,220,000 3.9% -8.1% 2,415,000 195,000
8020推進財団賛助会費
新入会員・準会員･勤務医会
員研修会費
総合政策推進プロジェクト

4 総務企画費支出 4,590,000 8.0% 48.6% 3,089,000 1,501,000

熊本県警察歯科医会費
公益法人改革プロジェクト､
21世紀プロジェクト
安心・安全歯科医療推進制度
労務士との勉強会費等

5 保険対策費支出 5,286,000 9.3% 0.6% 5,256,000 30,000 医療賠償､ 役職員災害保険料

6 会員福祉費支出 5,830,000 10.2% -0.1% 5,837,000 7,000
健康診断料､部活動補助金､ 医
療事故・苦情処理手当

7 各種委員会費支出 1,000,000 1.8% 0.0% 1,000,000
8 学術費支出 3,362,000 5.9% 1.5% 3,313,000 49,000 概算要求書による
9 社会保険費支出 3,903,000 6.8% -3.9% 4,062,000 159,000 概算要求書による
10 地域保健費支出 1,601,000 2.8% 4.9% 1,526,000 75,000 概算要求書による
11 厚生・管理費支出 2,536,000 4.4% -6.5% 2,712,000 176,000 概算要求書による
12 広報費支出 4,021,000 7.0% 6.8% 3,765,000 256,000 概算要求書による
13 学校歯科費支出 1,990,000 3.5% -9.2% 2,191,000 201,000 概算要求書による
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款項 科 目
本 年 度
予 算 額

構 成 比 対前年度
のび率

前 年 度
予 算 額

比 較
備 考

款 内 対予算 増 減
14 医療対策費支出 2,172,000 3.8% -3.2% 2,244,000 72,000 概算要求書による
15 センター・介護費支出 1,010,000 1.8% -5.9% 1,073,000 63,000 概算要求書による
16 総務費支出 708,000 1.2% -29.8% 1,009,000 301,000 概算要求書による

17
各郡市事業助成金
支出

7,950,000 13.9% -1.6% 8,080,000 130,000
10,000円×795名 (21年
12月末基準)

18 関係団体補助助成金支出 250,000 0.4% 0.0% 250,000 衛生士会
19 受託事業関係費支出 2,380,000 4.2% -1.7% 2,420,000 40,000 歯の衛生週間事業会計
20 郵送費支出 3,321,000 5.8% -4.7% 3,484,000 163,000 全会員発送
21 諸支出金支出 1,281,000 2.2% -1.8% 1,304,000 23,000 関係団体年会費等
3 管理費支出 71,878,000 100.0% 46.5% 3.1% 69,712,000 2,166,000
1 役員報酬支出 9,447,000 13.1% 0.0% 9,447,000 役員20名
2 職員給料支出 19,057,000 26.5% 4.2% 18,282,000 775,000 職員8名
3 諸給与支出 10,415,000 14.5% 6.0% 9,829,000 586,000 諸手当

4 職員福利厚生費支出 5,204,000 7.2% 1.7% 5,117,000 87,000
健康保険・厚生年金・
互助会会費等

5 役員旅費交通費支出 11,453,000 15.9% 7.3% 10,673,000 780,000 役員出張旅費､ 交通費､ タクシー代
6 職員旅費交通費支出 1,266,000 1.8% -14.9% 1,488,000 222,000 職員出張旅費､ 交通費､ タクシー代
7 需用費支出 9,135,000 12.7% 5.9% 8,628,000 507,000 事務用品費､印刷費､通信費､OA機器使用料等

8 会務運営関係費支出 1,206,000 1.7% -10.0% 1,340,000 134,000 ガイドブック作成料､選挙管理･裁定審議委員会費等

9 嘱託費支出 978,000 1.4% 0.0% 978,000 嘱託会計士報酬､ 弁護士報酬､ その他
10 渉外費支出 3,030,000 4.2% 0.0% 3,030,000 関係先渉外費 (御樽代)
11 雑支出 687,000 1.0% -23.7% 900,000 213,000 新聞購読料､ ゴミ処理代等
4 維持費支出 12,739,000 100.0% 8.2% -7.7% 13,801,000 1,062,000
1 設備管理補修費支出 820,000 6.4% 0.0% 820,000
2 光熱水費支出 2,185,000 17.2% 0.0% 2,185,000
3 管理人件費支出 1,557,000 12.2% 0.0% 1,557,000 警備・保安管理代
4 管理清掃費支出 1,544,000 12.1% 0.0% 1,544,000 日常・定期清掃代
5 保険料支出 491,000 3.9% -67.2% 1,499,000 1,008,000 地震保険料
6 固定資産税支出 5,843,000 45.9% -1.3% 5,919,000 76,000
7 維持雑費支出 299,000 2.3% 7.9% 277,000 22,000 マットリース料等
5 繰入金支出 5,481,000 100.0% 3.5% -59.6% 13,566,000 8,085,000

1 繰入金支出 5,481,000 100.0% -59.6% 13,566,000 8,085,000

衛生士学院会計
260,000円

口腔保健センター会計
(補助金) 3,095,000円
(県歯繰入金) 1,500,000円
歯の衛生週間事業会計

626,000円

事業活動支出合計 (B) 154,619,000 100% -4.1% 161,263,000 6,644,000
事業活動収支差額 (C) A-B -12,309,000 1.0% -12,183,000 126,000�. 投資活動収支の部
１. 投資活動収入
1 繰入金収入 1,000 100.0% 100.0% 0.0% 1,000
1 入会金積立金会計繰入金収入 1,000 100.0% 0.0% 1,000
投資活動収入合計 (D) 1,000 100% 0.0% 1,000
２. 投資活動支出

1 固定資産取得支出 211,000 100.0% 5.6% 999.9% 2,000 209,000
1 什器備品購入支出 210,000 99.5% 999.9% 1,000 209,000 講演用パソコン
2 その他の固定資産取得支出 1,000 0.5% 0.0% 1,000

2 特定預金支出 3,569,000 100.0% 94.4% -57.7% 8,434,000 4,865,000
1 基本財産引当預金支出 1,000 0.0% 0.0% 1,000
2 償却資産引当預金支出 1,000,000 28.0% 0.0% 1,000,000
3 役員退職引当預金支出 938,000 26.3% 13.7% 825,000 113,000
4 職員退職引当預金支出 1,629,000 45.6% -75.3% 6,607,000 4,978,000
5 入会金引当預金支出 1,000 0.0% 0.0% 1,000

投資活動支出合計 (E) 3,780,000 100% -55.2% 8,436,000 4,656,000
投資活動収支差額 (F) D-E -3,779,000 -55.2% -8,435,000 4,656,000�. 予備費支出 (J) 5,812,000 32.6% 4,382,000 1,430,000
当期収支差額 (K) C+F-J -21,900,000 -12.4% -25,000,000 3,100,000
前期繰越収支差額 (L) 24,000,000 -4.0% 25,000,000 1,000,000
次期繰越収支差額 (M) K+L 2,100,000 0 2,100,000
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公益社団認定に向けてのスケジュール

月 22 年 度 23 年 度 24 年 度

４月
公益法人制度改革検討委員会
(仮称) の設置

５月

６月

７月

８月
平成25年度予算書の作成
(新々基準会計)
公益認定申請書類の作成完了

９月
臨時代議員会・臨時総会に公
益社団への移行を議案として
提出

公益認定申請書類を臨時代議
員会・臨時総会において承認

10月
熊本県 [私学文書課] との個
別相談

公益認定申請書類を県に提出

11月
県から公益認定等審議会へ諮
問

12月
公益法人認定審査会より県へ
公益認定答申
《認定書交付》

１月
理事会において
公益社団への方針決定

定款変更を県私学文書課・医
療政策総室に事前確認

２月

・法務局へ解散・設立登記手
続 (認定後２週間以内に法務
局に手続き)
公益社団 熊本県歯科医師
会移行登記完了
・県医療政策総室に登記完了
届を提出

３月
通常代議員会に公益社団への
移行方針を協議題として提出

定款変更､ 諸規則の変更を通
常代議員会・総会に議案とし
て提出

通常代議員会・通常総会
平成25年度予算案の提出 (新々
基準会計)

公
益
目
的
事
業
の
整
理

(

理
屈
付
け)

収
益
事
業
及
び
の
他
の
事
業
の
整
理

会
計
区
分
の
整
理

定
款
変
更
案
作
成

諸
規
則
変
更
案
作
成
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―平成21年度通常総会―

３月20日 (土) 午後５時より県歯会館４Fホールにおいて､ 平成21年度通常総会が開催さ
れた｡ 総会では古希会員の表彰が行われ､ 当日ご出席の３名の会員に､ 浦田会長よりお祝い
が贈呈され代表して関会員より祝辞があった｡

[ 議事 ]
第１号議案 平成21年度特別会計収入支出予

算 (案) の承認を求める件

第２号議案 平成21年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出補正予算

(案) の承認を求める件

第３号議案 平成21年度特別会計熊本県歯科

医師会収益事業会計収入支出補

正予算 (案) の承認を求める件

第４号議案 平成22年度熊本県歯科医師会事

業計画 (案) の承認を求める件

第５号議案 平成22年度会費及び負担金の賦

課額､ 賦課率並びにその徴収方

法 (案) の承認を求める件

第６号議案 平成22年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出予算 (案)

の承認を求める件

第７号議案 平成22年度特別会計収入支出予

算 (案) の承認を求める件

以上すべての議案が承認可決された｡

(広報 加藤 久雄)

平成22年度古希会員対象者

お 名 前 (郡 市)

緒 方 義 昌 (熊本市)

伊 藤 俊 一 (水俣・芦北郡市)

神 戸 威 (上益城郡)

河 野 敬 明 (下益城郡)

規 矩 保 (天草郡市)

野 田 和 生 (上益城郡市)

一 瀬 英 輔 (熊本市)

関 剛 一 (熊本市)

内 田 隆 (熊本市)

横 山 紘 二 郎 (天草郡市)

那 須 智 治 (人吉市)

杉 野 陽 二 郎 (熊本市)

宇 治 道 孝 (熊本市)

おめでとうございます

[ 通常総会 ]
日 時 平成22年３月20日 (土) 午後５時

場 所 熊本県歯科医師会館 ４階ホール

１. 開会 副会長 小島 博文

２. 仮議長選出

議長 荒木 靖 (菊池郡市)

副議長 今藤 隆文 (人吉市)

４. 議事録署名人

若江 秀敏 (水俣・芦北郡市)

井手 裕二 (熊本市)

５. 物故会員に対する黙祷

６. 挨拶 会長 浦田 健二

７. 来賓挨拶 日歯連盟会長 堤 直文

８. 古希会員表彰

９. 謝辞 受章者代表 関 剛一

10. 報告 会務報告 専務理事 渡辺 賢治

会計報告 常務理事 西野 隆一

監査報告 監事 遠山 啓介

日歯代議員会

日歯代議員 小島 博文

代議員会審議経過報告

代議員会議長 清村 正弥

11. 議事

12. 協議

13. 閉会 副会長 前野 正春
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日本学校歯科医会会長表彰�� �� 会員 �� �� 会員

旭日双光章� �� 会員

叙勲

日本歯科医師会会長表彰�� �� 会員

�� � 会員

厚生労働大臣表彰

日本歯科医学会会長表彰�� �� 会員

�� �� 会員

熊本県知事表彰�� �� 会員

文部科学大臣表彰

�� �� 会員�� �� 会員�� � 会員�� � 会員
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�� �� 会員�� �� 会員�� �� 会員����� 会員

熊本県学校保健功労表彰 (熊本県教育委員会)

(順不同)
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３月27日 (土) 午後３時より南阿蘇村アソシエートにおいて浦田会長他全役員出席のもと議長
を浦田会長､ 議事録署名人を勇､ 大林理事として第13回理事会 (移動理事会) が開催された｡
開 会：中嶋副会長

『我々執行部も今年度最後の理事会､ 今回
は移動理事会ということで阿蘇の地にお集ま
りいただきありがとうございます｡ 任期は２
年ですのでちょうど折り返し地点をむかえ､
これまでの１年は先生方のご協力のおかげで
順調に会務運営・執行が出来ていると思いま
す｡ 100％出来たかというと､ そうではあり
ませんので､ あと１年である程度の方向付け
を行わないといけません｡ 以前から申してお
りますように１年という期間はそれほど長く
ないですし､ 選挙規則の改定も予定されてお
ります｡ 我々執行部も実質は12月を目途に最
後の仕上げをしないといけないかなと考えて
います｡ あと1年大変ですがよろしくお願い
いたします｡ 今後の課題としては､ 公益法人
改革にどう対応していくのかということが挙
げられます｡ 政府からも天下り先の特別行政
法人等には厳しくするが､ 民間の法人にそこ
までする意味があるのかという疑問も出てお
りますし､ 第２次事業仕分けの中で検討され
ていくことになると思います｡ 今国会中で審
議されている保険業法の見直しの中で､ 日歯
福祉共済・日歯年金制度が適用除外を受けら
れる方向であると聞いておりますので､ 歯科
医師会にとっては朗報です｡ ただし､ 税制面
において政権与党のマニフェストでは､ 我々
にとって問題となるものも残っていますので､
日歯を通して意見を言っていかないといけな
いと思っています｡ 何はともあれ２年任期の
半分が終わりましたので､ 本日の理事会後､
これまでの反省あるいは将来に向けての展望
について忌憚のない意見を出していただき､
今後１年間の執行をつつがなく100％と言わ
ず200％の力を出せるように頑張って行きた
いと思います｡ どうぞよろしくお願いいたし
ます｡』

会会務務報報告告：： (自：２月19日～至：３月23日)
総 務：通常代議員会､ 通常総会､ 理事会､

常務理事会､ タウンミーティング､

会務・会計に関する研修会､ 8020
支援事業 (県民公開講座､ ガイド
ブック製作委員会)､ 日歯代議員
会､ 日歯通常総会､ 日歯理事会､
都道府県会長会議､ 中規模県連合
会会議､ 九州地方社会保険医療協
議会熊本部会､ 県議会議員 ｢くす
の木会｣ 研究会講演､ 県救急医療
連絡協議会､ 荒尾市歯会総会､ 県
医療・保健・福祉連携学会

学 術：GC友の会共催学術講演会
社会保険：都道府県社会保険担当者会､ 点数

改定説明会
地域保健：歯の衛生週間実行委員会､ 各郡市

地域保健担当者会議
厚生・管理：日歯税務委員会､ 求人・求職掲

載
広 報：会報編集・校正
学校歯科：学校健診時の早見表
医療対策：医療相談苦情事例報告､ 医療トラ

ブル対策研修会
センター・介護：県障がい児 (者) 歯科保健

推進協議会､ 障がい児 (者) 口腔
ケア地域リーダー育成事業・歯科
健診

学 院：学院一般二次入試､ 歯科衛生士国
家試験

国保組合：通常組合会
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

浦田会長あいさつ

折り返し地点です
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会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 退会会員
法 道昭 会員 (鹿本郡市／終身会員)

２月15日ご逝去
２. 日歯報告
浦田会長より､ 保険指導の患者名等通知時
期､ 日歯福祉共済・日歯年金制度の存続に関
する要望書､ 公益法人制度改革に伴う役員選
挙､ 会員歯科診療所ホームページ作成時の日
歯ガイドライン､ 各県歯科保健条例の制定､
厚生労働省による電子レセプト様式見直しの
通達等について､ 資料に基づいて詳細な説明・
報告が行われた｡
３. 公益財団法人の申請内容
浦田会長より､ 公益財団法人肥後医育振興
会の事業計画書・収支予算書の資料を基に､
行政への申請内容の説明が行われた｡
４. 関係機関・団体からの推薦依頼
○熊本県総合保健センター評議員
浦田 健二 会長 任期：平成22年４月
１日～平成24年３月31日
○介護保険審査会委員／熊本県介護保険審査
会事務局
宮坂 圭太 常務理事 任期：平成22年
４月１日～平成25年３月31日
○熊本県PTA災害見舞金安全会判定審査会
専門医師
西野 隆一 常務理事 任期：平成22年
４月１日～平成23年３月31日
５. 後援名義使用依頼
○日本子ども虐待防止学会第16回学術集会く
まもと大会
○上海万博派遣事業 ／ 熊本県日中協会
○熊本小児歯科懇話会第６１回例会
○脳卒中市民公開講座 ／ くまもと禁煙推進
フォーラム
６. チラシの配布依頼
○OJ 2010年 年次ミーティング
(OJ:オッセオインテグレイション・スタディ
クラブ・オブ・ジャパン)
○ 2010 KDM 特別講演会／KDM
７. 熊本中央消防署による立入検査結果通知
２月17日に立入検査が行われ､ 改善指摘事
項のあった項目については３月末日までに改
善回答書を提出する｡
８. 学院PR用のカレンダー
中島学園とともに作製したPR用のカレン
ダーを､ 会員には３月末の発送時に送付する｡
９. 44期学院卒業生の就職情報
伊藤学院長より､ 資料に基づいて報告が行
われた｡
10. 委員会事業企画
○学術基礎講座 心療内科シリーズ うつ病

について [学術委員会所管]
明治製菓薬品の協力のもと､ 平日の夜に県
歯会館と八代において､ 各１回開催の予定
である｡
11. 委員会事業報告
○ヘル歯―元気8020支援事業
○厚生・管理講演会
｢今変革期にある歯科医療を考える｣
[２月14日 (日) 開催]
○医療トラブル対策研修会
・組織の中の危機管理について
・国際情勢の中における危機管理について
[２月26日 (金) 開催]
12. 会員発送時の郵送方法
日本郵便のゆうメールから (株) シティー
ラインのメール便に切り替えた旨の報告が行
われた｡
13. 医療苦情に関する会員通知
医療苦情の件数が多い会員については､ 裁
定審議委員会に相談しながら該当の会員に文
書にて通知している｡
14. 各会計２月末現況
西野常務理事より､ 資料に基づいて報告が
行われた｡
15. ４月行事予定
16. その他
○八木理事より､ 県歯会事業の中間評価と今
後の予定並びにガイドブックの委員会紹介
の原稿提出について､ 各役員へ依頼が行わ
れた｡

協協 議議：：
１. 育英貸付の申請 [承認]
元会員の子弟１名からの申請について､ 共
済互助育英貸付制度規程に則り受理すること
とした｡
２. 平成22年度歯の衛生週間の実施要領 (案)
[承認]
原案について承認した｡ なお､ 23年度の事
業については､ 22年度事業の反省をもとに早
期に見直すこととする｡
３. 研修基準達成証 (安心･安全歯科医療推
進制度) [承認]
７月に発行する予定の20・21年度の研修基
準達成証について､ 提出された３案の中から
１つを決定した｡
４. その他
○各役員が各所管事業について今年度の反省
と次年度への展望を披露し､ それに対して
の意見交換を行った｡
監事講評：遠山監事､ 片山監事
閉 会：小島副会長

(広報 加藤 久雄)
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２月14日 (日) 午前10時より県歯会館にて

東京都杉並区でご開業の高橋英登氏 (井萩歯

科医院院長) をお迎えし､ 講演会が開催され

た｡

高橋氏は､ 日本歯科大学歯科補綴学の講師

を長年務められ､ 歯科材料､ 特に接着に関し

てはエキスパートである｡ 現在､ “ボールを

投げれば歯医者に当たる”激戦区､ 東京・杉

並区で開業され､ 多くのスタッフ (約90名！)

と共に日々の診療に携われる一方､ “全国区”

での講演会で日本中を飛び回り､ 忙しくご活

躍されている｡

はじめに､ 浦田会長が､ ｢保険診療だけで

はどうにもならないという状況下､ 歯科医師

会としても新しい技術を会員の皆様に紹介し､

診療の助けになればと模索している｡ ただ､

安易に新しい技術あるいは保険外診療をされ

て､ 医療トラブルや訴訟といったことになら

ない様､ しっかりと十分な知識とスキルを上

げていただき､ 素晴らしい医療を患者の皆様

に提供して頂きたい｡｣ と挨拶した｡

講演が始まるや､ ｢526枚､ スライドがあり

まして､ ６時間くらいかかりますが…｣ との

言葉に､ 会場が一瞬たじろいだが､ 話が進む

に連れ､ 160名の参加者は時間を忘れて高橋

ワールドに引き込まれていった｡ パンフレッ

トにある様々な視点①我が国の歯科医療の現

状を知る､ ②診療報酬改定の傾向と対策､ ③

患者のニーズを察知するには､ ④増患増点､

増収対策を考える､ ⑤行政からの指導､ 監査

にあわない保険診療､ ⑥患者納得の自費診療

拡大大作戦､ ⑦最新メタルフリーレストレー

ションの臨床､ ⑧患者さんから評価される歯

科診療室への改革､ ⑨明るい未来に向けての

歯科医療への提言を軸に､ 歯科医療の範囲に

留まらず､ 多岐にわたる話題を時折ユーモア

を織り交ぜて熱く語られる内容に､ 目から鱗

の感動を覚えた｡

昼食を挟んで後半､ 角田裕美歯科衛生士

(井萩歯科医院勤務) による ｢真の患者満足

を目指して｣ と題した講演も行われ､ 同歯科

医院内でのスタッフの環境や診療への取り組

みの充実ぶりを見てとれる､ 素晴らしい内容

であった｡ これも､ “チーム医療” ｢やって

みせ､ 言って聞かせて､ させてみて､ 褒めて

やらねば人は動じ｣ に根ざした取り組みの成

果といえる｡

最後に竹下理事より謝辞があり､ 最良の医

療を提供するためには､ 患者さんに十分な説

明をして､ コミュニケーションを取ることの

大切さを再認識させられた講演会であった｡

(厚生・管理 中野 貴夫)
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高橋ワールドに引き込まれた

―講演会―

～保険にどっぷり依存した診療体系からの脱却をめざして～
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高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正をををををををををををををををををををををををを見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据ええええええええええええええええええええええええたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料のののののののののののののののののののののののの検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討をををををををををををををををををををををををを

３月６日 (土) 午後５時より､ 歯科医師会
館４階ホールにて上記の会議が開催された｡
事務局による国保組合会議員の点呼により出
席者の確認が行われ､ 稲葉議長から開会が宣
言された｡
浦田理事長より ｢組合とは直接関係ないが
診療報酬改定があり､ 歯科は2.09％のアップ
で医科を32年ぶりに上回り､ 歯科界にとって
は明るい年になった｡ しかし政権与党が代わっ
たという事で､ 公的医療保険制度を国民健康
保険と被用者保険を段階的に統合し､ 将来､
一元的運用を図ることを打ちだしている｡ そ
うなると歯科医師国保組合にとっては､ 存続
の問題となってくるので今後の制度改革の動
きを注視していかなければならない｡ 又､ 特
定健診､ 特定保健指導の実施についてのペナ
ルティーや前期高齢者納付金､ 後期高齢者支
援金､ 昨今マスコミに取り上げられている国
保に対する国庫補助金の問題など各国保組合
が抱える環境は非常に厳しい状況にあります｡
そんな中､ 特定健診､ 特定保健指導の中に歯
科が入ってないという事で歯科医師国保組合
連合会に特定健診､ 特定保健指導の中に歯科
を組み込んで先陣を切って実施してもらいた
いとの要請があっており､ その結果を基に全
国の国保組合に広がっていければと思ってい
ます｡ 本日は慎重審議をお願いしたい｣ との
挨拶があった｡
続いて堤直文前理事長の九州地区歯科医師
国民健康保険組合連合会表彰､ 挨拶､ 平成21
年度健康家庭表彰の紹介があった｡ 議事録署
名人に､ 宮本格尚 (熊本市)､ 坂口 (玉名郡
市) 両議員が議長より指名され､ その後５名
の物故組合員に対して黙祷が行われた｡
上野副理事長と桑田常務理事から会務報告
及び業務報告が行われ､ その後原田監事より
監査報告があった｡ 引き続き議題に移り以下
の６案が上程された｡
第１号議案：平成21年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合歳入歳出補正予算 (案) の承
認について
第２号議案：熊本県歯科医師国民健康保険
組合規約一部改正 (案) の承認について

―平成21年度熊本県歯科医師国民健康保険組合通常組合会―

第３号議案：平成22年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合事業計画 (案) の承認につい
て
第４号議案：平成22年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合歳入歳出予算 (案) の承認に
ついて
第５号議案：平成22年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合役職員退職手当積立金特別会
計歳入歳出予算 (案) の承認について
第６号議案：平成22年度熊本県歯科医師国
民健康保険組合一時借入金について
議案は､ いずれも賛成多数で原案通り承認可
決された｡ 事前質問が無かった為､ 協議に移
り､ 今後の熊本県歯科医師国民健康保険組合
の運営の見通しについて浦田理事長から ｢平
成22年度予算案を見てもらうと21年度と比較
して支出の部の保険給付費約1500万円増､ 前
期高齢者納付金約8400万円増､ 予備費１億
1500万円減となり､ 年度別決算で平成22年度
は１億２千万円程度の赤字が見込まれる｡ そ
の為､ 特別積立金､ 給付費支払準備積立金に
少し余裕があるのでそれを取り崩して対応し
たいと考えている｡ ７月の組合会において状
況しだいで積立金の取り崩しの承認を得ない
といけないかもしれないのでご理解頂きたい｡
九州各県も運営はとても厳しく､ 積立金を取
り崩したり､ 保険料の値上げなどで対応して
いる｡ 本組合としても平成25年度に高齢者医
療制度改正が行われる予定であるのでそれを
見ながら保険料の値上げをするかどうか判断
したい｡｣ との説明がなされた｡
最後に､ 中原理事の閉会の辞で散会となっ
た｡ (国保組合 森口 茂樹)

今後の制度改革の動きを注視
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当日は､ 午前中よりあいにくの雨でしたが､

150名ほどの方に足を運んでいただき､ 椅子

が足らないほどの大盛況でした｡

また､ 今回の為に沢山の資料を用意して頂

いた古川氏､ 遠方より来て頂いた日本歯科医

師会 小谷田宏常務理事､ 熊本県健康づくり

推進課 岩谷典学課長・市野浩司参事､ 宮川

清喜阿蘇市副市長､ 熊本県歯科医師会 浦田

健二会長・渡辺賢治専務理事・牛島隆理事｡

この場を借りて､ 御礼申し上げます｡

(隈井 隆弘)

３月13日 (土)､ 午後２時より､ 阿蘇市農

村環境改善センターにて ｢ヘル歯ー元気8020

支援事業～県民公開講座 阿蘇地区大会～｣

が開催された｡ 熊本県健康福祉部健康づくり

推進課 岩谷典学課長､ 熊本県歯科医師会

浦田健二会長､ 宮川清喜阿蘇市副市長の挨拶

の後､ 熊本大学院医学薬学研究部代謝内科

古川昇氏による講演 ｢糖尿病と歯周病｣ が行

われた｡ 90分という長い時間にも関わらず､

参加者全員が真剣に話しを聞き､ また講演後

の質疑応答では､ ｢歯周病予防はどうしたら

いいの？｣ という基本的なことから､ ｢HbA

1c値｣ に関する専門的なことまで沢山の質問

があり､ 参加者の歯周病と全身疾患・糖尿病

への関心の深さを感じた｡ また､ 一人の歯科

医師として､ 歯周病 (口腔疾患) と全身の関

わりを改めて考えさせられた｡

講演の後､ 阿蘇保健所健康福祉課保健予防

課・甲斐早央理さんによる､ 阿蘇における

｢8020推進員支援研修会｣ の紹介が行われ､

阿蘇郡市歯科医師会 田代正博会長の閉会の

辞にて､ 無事､ 終了した｡

���������������ヘル歯ー元気8020支援事業

岩谷課長よりご挨拶をいただく

挨拶をする浦田会長

古川氏の講演に深い関心が寄せられた

阿 蘇

������������
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八代歯科医師会では熊本県歯科医師会と協

働し8020支援事業の一環として､ 県民公開講

座 ｢歯っぴー健康講座｣ を３月14日(日)にや

つしろハーモニーホールにて開催した｡

歯と全身の健康 (歯周病と糖尿病､ 心臓病､

低体重児出産・早産､ 誤嚥性肺炎との関係)

について､ ｢歯医者さん嫌いあつまれ～っ！｣

というキャッチコピーで､ いかに分かりやす

く内容を咀嚼して住民の皆さんに伝え､ 歯医

者嫌いの感覚を和らげることが出来るかを狙

いとして､ 約半年間シンガーソングライター

むたゆうじ氏の演出で､ 八代歯科医師会地域

保健委員が検討を重ね構想を練ってきたので

ある｡

まず､ KKTのモッちゃん (本橋馨) 美香

ちゃん (村上美香) をメインの司会役に配し､

メインの講座部分には八代歯科医師会地域保

健委員５人が ｢歯科レンジャー｣ (茶レンジャー

こと溝口会員､ ミドレンジャーこと高田会員､

ミカレンジャーこと宮本会員､ 青レンジャー

こと宮�会員､ 桃レンジャーこと宮井会員)
に扮してパフォーマンスを行い歯と全身の健

康について観客に訴えた｡ 後半部分では事前

に応募いただいた歯の健康に関するエピソー

ド41作品の中から､ ３作品に ｢歯～とフル賞｣

を､ 歯の健康に関する歌詞81作品の中から１

作品に ｢歯っぴー賞｣ を選びステージ上で披

露した｡ エピソードはモッちゃん美香ちゃん

の朗読で､ 歯っぴーソング歌詞はむたゆうじ

氏の作曲で､ 曲が披露された｡ 入賞者は次の

通りであった｡

●歯～とフル賞
橋本さきさん (八代市鏡町)

立川寛子さん (八代市千丁町)

永村尚美さん (八代市上野町)

●歯っぴー賞
｢Happyスマイル｣

上田しおりさん (八代郡氷川町)

歌詞については優秀な作品が多かったため､

●歯科レンジャー特別賞
｢Happyホワイトデー｣

田代侑哉さん (葦北郡芦北町)

｢わたしのうれしい日｣

うどうなおさん (山鹿市菊鹿町)

にも曲がつけられ披露された｡

また､ 津奈木小学校での取り組みで歯みが

きの歌詞を校内で募集した結果､ ５年生の川

崎ひかりさんが書いた ｢お口すっきりつなぎっ

子｣ というサザエさんの替え歌を全校生徒で

歌っていることを紹介し､ 会場みんなで合唱

したシーンもあった｡

これら全体を通して言えることは司会のモッ

ちゃん美香ちゃんも､ 住民の代表としての入

賞者も､ 地域保健委員扮する歯科レンジャー

八代歯科医師会精鋭５人が歯科レンジャーを熱演

モッちゃん､ 美香ちゃんの絶妙なトークに観客は大喜び

�������������八 代

������������
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も皆､ 自分自身の言葉で ｢歯の健康｣ を語っ

ていたということである｡ そしてそれは､

｢歯の健康｣ という狭い概念のみならず､ そ

の人の生活､ 人生全般に関わっていたとも言

えるかもしれない｡ ｢地域保健の本質とは何

か？｣ 客席で見ていた会員の中には､ 自分が

歯科医師であることを忘れて１人の住民に戻っ

て ｢歯の健康｣ を考え直した人もいたかもし

れない｡ ｢歯の健康｣ を１つの糸口として､

歯科医師も住民もお互いの人生を語る､

NBM (Narrative Based Medicine) という

概念を考えさせたのなら幸いに思う｡

会場に無理な動員ではなく自然に足を運ん

だ住民の皆さんの心の中に､ 少しでも新しい

｢歯の健康｣ の景色が見えて､ そしてその残

像がその人の日常の生活やこれからの人生に

生き続けていくことに賭けてみるのも素敵な

ことではないかと､ そんな気がするのである｡

(山口 透)

モッちゃんの質問への回答を協議するレンジャーたち赤白の大きな風船で○×クイズ

松岡理事の説明を見守るレンジャーたち

津奈木小の替え歌 ｢お口すっきりつなぎっ子｣

ブラッシングの方法について説明する松岡理事

高齢者の口腔ケアの質問に答える青レンジャー



―タウンミーティング―
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の範囲拡大のお知らせ
(熊本市地区以外も対
象可)､⑥県歯会員何で
も相談窓口開設のお知
らせなどについて詳し
く説明があった｡ 次に
中嶋副会長より社保に
関する説明が行われた｡
最後に玉名郡市会員

より次の質問がなされ､
懇切丁寧な回答があった｡
１. レセプトオンライン化
助成金に関する今後の見通し等について説
明があった｡
２. 日歯年金の状況
平成11年より実績配当型になり､ 破綻しに
くいような制度になった｡ 今後配当が目減り
するかもしれないが終身年金は守られるとの
ことだが､ 入会者が減る事が心配である｡
３. 歯科医師会の共済互助制度
入会者が減ってきて､ ここ10年は問題はな
いが今後みなおす必要がある｡
県歯役員と他にも様々な情報交換や活発な
意見交換をし､ 大変充実したタウンミーテン
グとなった｡ (永廣 有伸)

２月19日 (金) 午後７時
30分より玉名文化センター
に於いて､ 県歯タウンミー
ティングが開催された｡ 県
歯より浦田会長､ 中嶋副会
長､ 渡辺専務理事にお越し
頂いて県歯役員と玉名郡市

会員との意見交換､ 情報交換が行われた｡
県歯の渡辺専務理事の司会で会は進行され､
まず浦田会長から会員の収入に直結する､ 今
回の診療報酬改正の話があった｡ 説明では､
歯科アップ率2.09％でそのうち初診料のアッ
プが半数以上を占めるとのこと｡ 歯科業界の
念願である初・再診料を医科並みにというこ
とは今回は出来なかったが次回の改定で頑張
りたいとの事､ 歯科業界はまだまだ診療報酬
を上げなくてはいけない状況にある｡ 今回の
改定はどういう診療所が疲弊しているか､ 政
権与党である民主党が資料をみて検討した結
果であるとの説明があった｡
続いて渡辺専務より熊本県歯科医師会の基
本方針について､ ①会務報告､ ②会長への手
紙､ ③社保に関するご要望ご質問について､
④推進歯科医療制度名称変更のプロセスにつ
いて､ ⑤労働保険事業組合の取り扱い事業所

玉名

挨拶される浦田会長

―会員親睦旅行in妙見温泉―

の杜の酒造りを見学するなど半日であったが
観光を楽しんだ｡ ２日間とも晴天に恵まれ､
暖かい春のような陽気の中､ 旅行ができ大満
足の２日間となった｡ 会員同士の親睦も深ま
り､ またひとつ楽しい思い出ができた｡

(青山 泰子)

２月20日 (土)､ 21日
(日) の２日間に渡り､ 毎

年恒例の宇土郡市会員旅行を行った｡ 今回は､
中村会長をはじめ､ 計11名の参加で鹿児島県
妙見温泉へ向かった｡ マイクロバスを貸切り､
一路宿泊先である ｢石原荘｣ へ｡ 途中､ 山江
サービスエリアに立ち寄り､ 約２時間半で宿
に到着｡ 周りは山に囲まれ､ すぐ横には川が
流れている静かな雰囲気の宿だった｡ 夕食ま
での時間を離れの露天風呂に行くなどして過
ごした｡ 午後７時より､ 広間にて懇親会が開
かれ､ 中村会長の挨拶及び八木副会長の乾杯
の合図で宴会が始まった｡ 芋焼酎とともに目
にも楽しい料理の品々に舌鼓をうちながら会
話も弾み､ 終始和やかな宴となった｡ 最後に
杉村監事による一本締めで終宴となった｡
翌日は､ 綾の照葉大吊橋に行ったり､ 酒泉

宇土
���������

温泉でリフレッシュだ!!



―学術講演会―
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ティーバッグを咬んでもらうとか､ なるほど

と思う内容が多々あった｡

堀之内講師は､ 口腔外科のみの診療を行い､

そのほとんどが一般開業医からの紹介患者だ

という｡ 開業医が対応困難と思われた症例の

処置のみを行い､ すぐに紹介元へ送り返され

るシステムが出来上がっているとのことであっ

た｡ もちろん､ インプラント難症例の骨造成

やサイナスリフトのみを行う事も非常に多い

という｡ 堀之内講師が赴任されてから､ 病院

の患者数､ 収入共に右肩上がりだそうですが､

講演を聴いていたら納得させられるものだっ

た｡

日常臨床に直結する講演内容で､ 私たち一

般開業医にとって､ “かゆいところに手が届

く”といった､ 非常に面白い講演会だった｡

ちなみに､ クイントの３月号に､ 堀之内講師

の“臨床のヒント”が掲載されている｡

講演は約３時間にわたり行われ､ 最後に､

熊本市歯科医師会学術担当の小野理事より感

謝状の贈呈が行われ､ 講演会は終了した｡

(大塚 昭彦)

２月20日 (土) 午後２時

30分より､ 県歯会館３Ｆ市

会議室において､ 熊本市歯

科医師会主催の第２回学術

講演会が開催された｡ 九州

中央病院､ 歯科口腔外科部

長の堀之内康文氏をお招きし､ ｢安全で手際

のよい外来手術のポイント： トラブルの予

防と対処法､ 術後管理も含めて ｣ という演

題で講演があった｡ 熊本市歯科医師会清村正

弥会長の開会の辞に続き､ 講演が始まった｡

日常の一般臨床において､ 抜歯や歯周外科､

インプラント処置は開業医にとって避けては

通れない処置である｡ 一方､ 有病高齢者の増

加や､ 医療訴訟の増加に伴いトラブルにも注

意が必要である｡ しかし､ 外科処置について

詳細に学ぶ機会は少なく､ 自己流になりやす

い為､ 臨床にすぐに役立つ今回の講演会が行

われることになった｡

患者さんにとって上手な手術とは､ 怖くな

い､ 痛くない､ 早い､ 腫れないということに

尽きると思われる｡ その為に注意するポイン

トは､ 解剖の熟知､ 確実な麻酔､ 直視直達と

のことであった｡ 講演は､ 抜歯の基本に始ま

り､ 麻酔のポイント､ へーベルの使い方､ 埋

伏抜歯のポイント､ 切開時のポイント､ 歯根

端切除や嚢胞摘出等の､ その他外来小手術の

ポイント､ そしてインプラント手術時のポイ

ント､ 特にサイナスリフトのコツについても

詳しく講演があった｡ そして､ 何よりもトラ

ブル時の対処法は非常に興味深いものがあっ

た｡ 例えば､ 簡単な処置では､ ドライソケッ

ト時にネオダイン液をしみ込ませたスポンゼ

ルの使用､ 出血時にガーゼがない場合紅茶の

熊本

熱い語り口で講演される堀之内講師

前月号の人吉市 ｢郡市会だより｣ 新年会の記事において､ ｢喜寿のお祝い｣ とありましたが､

｢古希のお祝い｣ の誤りです｡ また､ 記事左下の写真は､ 熊埜御堂前会長ではなく､ 正しく

は武末会員でした｡ ここにお詫びして訂正いたします｡ (広報委員会)
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嶋修治会長､ ３位田中文丸会員と､ 荒尾勢が
１23フィニッシュを決め､ 10位以内中８人が
荒尾会員という圧勝で､ ゴルフ､ 麻雀等で､
普段は玉名にことごとく敗北している荒尾に
とっては雪辱を果たすこととなった｡
ゲーム終了後､ 場所を隣接する焼肉ヌルボ
ンガーデンに移し表彰式及び懇親会が行われ
た｡ 今回主催の福嶋荒尾市会長より受賞者の
表彰が為された後､ 焼肉を囲みビールを飲み
ながら本日の戦果を互いに讃えあい､ 歓談の
中荒尾､ 玉名両郡市の親交をさらに深め､ 来
年度は玉名主催での開催を約束し､ 盛会の中
閉会の時間を迎えた｡ (馬場 一英)

１月29日 (金) ７時30分
より荒尾市歯科医師会主催
でグリーンランド近くの､
パスカワールドボウリング
場で荒玉対抗ボウリング大
会が開催された｡ 兄弟郡市

である両会間では､ ゴルフ､ 麻雀､ 釣り等数々
の交流行事が催されるが､ ボウリングは久し
ぶりの開催であった｡
靴をボウリングシューズにはきかえた24名
の参加者は､ ゲームスタートの合図と同時に
約10ポンドのボウリング玉を一斉にピンにぶ
つけ始めた｡ 華麗にストライクを決め歓喜す
る声､ ガーターに苦笑する声､ ボールが板に
打ちつけられる音やピンの倒れる音で熱気溢

れる会場で２
ゲームに渡っ
て参加者はボ
ウリング玉を
楽しく投げ続
けた｡
試合結果は､

１位深浦武志
会員､ ２位福

荒尾･玉名

ストライクか？

―親睦ゴルフ―
悩まされた｡
主な結果はダブルペリア方式により次の通
りだった｡
優 勝：安田光則 会員 (玉名)
準優勝：福嶋修治 会員 (荒尾)
３ 位：山本 宏 会員 (荒尾)
なおベストグロスはスコア88の田尻光子会
員 (玉名)､ 田中正 会員 (荒尾) が獲得さ
れた｡
それぞれの結果に納得された会員､ 納得い
かなかった会員がいらっしゃる光景は､ どん
なスポーツでもよく見られると思うが､ その
後の表彰式＆懇親会で皆さんが結果の善し悪
しを抜きに親睦をはかる光景は､ 荒尾・玉名・
鹿本郡市歯科医師会の交流の多さと仲間意識
の強さがそうさせるのではないかと改めて思っ
た瞬間だった｡ (坂田 輝之)

バンクーバーオリンピッ
ク女子スピードスケート団

体パシュートで銀メダルを獲得し､ チリ大地
震の津波が日本に襲来するなど､ 朝から様々
な出来事が起きた２月28日､ 毎年恒例の荒尾・
玉名・鹿本郡市歯科医師会親睦ゴルフコンペ
が玉名カントリークラブで開催された｡
４月を思わせる温暖な中､ 16名の会員が参
加し､ 親睦ゴルフコンペとはいえ､ プレー中
は各会員､ 上位入賞目指して18ホールに渡り
熱き戦いが繰り広げられた｡
本コンペ初参加でゴルフの腕の方はまだま
だな私から見たこの玉名カントリークラブは
プロのシニアゴルフトーナメントが開催され
る程の県北でも由緒あるコースらしく､ 難易
度はよく利用する近隣のゴルフコースより距
離が長く､ 特にグリーンの難しさには非常に

荒尾･玉名･鹿本
������荒尾が雪辱を果たす
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める糖尿病患者への投薬時のアドバイス｡ 歯
科医師会からは三師会連携の強化と救急時の
対応､ 学術講演会について｡
医師会からアナフィラキシーショック時の
対応や実際の臨床体験など詳細に説明があっ
た｡ またワーファリン剤やビスフォスフォネー
ト剤服用患者の外科医的処置ついて各会から
活発な意見交換があった｡ 短い時間ではあっ
たが有意義な会議だった｡
懇親会は吉永薬剤師会会長の乾杯で始まり､
あちらこちらで臨床の話の輪ができ盛り上がっ
た｡ 学術的な会合はもちろんゴルフ大会､ ボ
ウリング大会､ 麻雀大会､ ビアガーデン､ バー
ベキューなど純粋な親睦だけの三師会会員の
集まりも定期的に開催したいという多くの意
見もあった｡ 次期幹事の薬剤師会に多くを期
待して歯科医師会の森副会長の一本締めで懇
親会を閉会した｡

(春野 惟一)

３月というのにまだ雪が
降り冷え込む３月11日 (木)
の午後７時から玉名司ロイ
ヤルホテルで ｢21年度玉名
郡市三師会役員会｣ が開催
された｡ 会は持ち回りで不

定期に開催されているが今回は歯科医師会が
幹事であった｡
医師会は田尻守正会長以下執行部13名､ 薬
剤師会は吉永隆憲会長以下５名､ 歯科医師会
は冨永会長以下 (監事含め) 執行部10名の計
28名の出席だった｡ この三師会役員会はたい
てい国政選挙前や特別な協議事項がないかぎ
り数年間は開催されないもので今回４年ぶり
の開催だった｡ 歯科医師会の犬束専務が司会
進行をし､ まず幹事の歯科医師会の冨永会長
から開会挨拶があった｡
順に田尻医師会会長､ 吉永薬剤師会会長の
挨拶があった｡ 今回４年ぶりの開催だったの
で各会の執行部の顔ぶれも変わり､ 簡単な自
己紹介があった｡
次に17年度から20年度までの三師会会計決
算と21年度現況が歯科医師会の春野会計理事
から報告があり､ 増田監事より監査報告があっ
た｡ 歴史ある玉名郡市三師会の懐かしい話や
会計の経緯も簡単に説明された｡
次に各会から提出された事項を慎重に協議､
意見交換した｡ 医師会からは歯科診療におけ
る薬剤の注意点｡ 薬剤師会からは歯周病を認

玉名

活発な意見交換があった

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

前田 茂 先生
平成22年３月29日 ご逝去 64歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和46年10月28日



H.22.4

出席 摘要 日付 所管 

渡辺専務理事、西野常務理事、吉永嘱託
会計士 

会務・会計に関する研修会　参加者：22名 20日 

第3回県医療・保健・福祉連携学会第7回企画実行委員会（県医師会館） 22日 牛島理事 

県医療・保健・福祉団体　協議会第2回理事会（県医師会館） 浦田会長 

第12回理事会　（1）平成21年度一般会計・特別会計収入支出補正予算（案）　（2）平成22年度一般会
計・特別会計収入支出予算（案）　（3）熊本県歯科医師会会費・負担金減免申請　ほか 

23日 
浦田会長他全役員、清村議長、増田副議長、
立本・岩本・冨屋・永田委員長 

県歯科技工士国家試験実施試験（熊本歯科技術専門学校） 

24日 

添島委員長 

第700回支払基金幹事会（支払基金） 浦田会長 

8020支援事業ガイドブック製作委員会 
（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック　（2）同リーフレット 

宮坂常務理事、田上理事、川瀬委員長他3委員 

第13回日歯理事会（日歯会館） 

25日 

浦田会長 

第11回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 中嶋副会長 

中規模県歯科医師会連合会会議（アルカディア市ヶ谷） 浦田会長、小島副会長 

大西一史県議会議員・春の集い（全日空ホテルニュースカイ） 前野副会長、西野常務理事 

第14回日歯臨時理事会（日歯会館） 
26日 

浦田会長 

第109回都道府県会長会議（日歯会館） 浦田会長、小島副会長 

県へき地医療支援機構講演会（熊大医学部付属病院） 

27日 

竹下理事 

第2回21世紀プロジェクト・ワーキンググループ会合 浦田会長、渡辺委員長他全委員 

陸上自衛隊西部方面音楽まつり熊本公演（崇城大学市民ホール） 前野副会長 

「なくそう　へらそう　歯周病」シンポジウム（東京・品川） 
28日 

浦田会長 

第10回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（東京・品川） 浦田会長 

第23回常務理事会　（1）学術委員会事業企画（案）　（2）平成22年度歯の衛生週間の実施要領（案） 3月1日 
浦田会長他小島副会長を除く常務理事以
上全役員、八木理事 

熊本さわやか長寿財団運営協議会（県総合福祉センター） 2日 

浦田会長、中嶋副会長、渡辺専務理事 タウンミーティング（玉名郡市）（玉名文化センター） 2月19日 

総務 

宮坂常務理事 

会 務 報 告 自　平成22年２月19日 至　平成22年３月23日 

3月 

24

火 

水 

木 
金 

土 

水 

木 

金 

土 

日 

月 
火 

水 

木 
金 

土 

水 
木 
金 
土 
日 
月 
火 
水 

月 
16：00
13：00
16：00
13：00
19：00
14：30
15：00
17：00
19：00
13：00
15：00
10：00
９：00
13：00
10：00
14：00
19：00
14：00
17：30
18：00
19：00
13：00
15：00
19：30
19：30
14：00
17：00
19：00
19：30
13：00
19：00
15：00
19：00
15：00
19：00
15：00

19：00
3月2日 

3月3日 

3月4日 
3月5日 

3月6日 

3月10日 

3月11日 

3月12日 

3月13日 

3月14日 

3月15日 
3月16日 

3月17日 

3月18日 
3月19日 

3月20日 

3月24日 
3月25日 
3月26日 
3月27日 
3月28日 
3月29日 
3月30日 
3月31日 

3月1日 
国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター運営委員会 
第11回日歯対外ＰＲ小委員会 
第11回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 
全歯連通常総会 
学院入試委員会 
第８回連盟幹事会 
連盟通常評議員会 
国保通常組合会 
松野信夫参議院議員・春の集い 
第15回日歯臨時理事会 
都道府県社会保険担当理事連絡協議会 
第165回日歯代議員会（１日目） 
第165回日歯代議員会（２日目） 
第120回日歯通常総会 
学院卒業式 
8020支援事業・県民公開講座（阿蘇郡市） 
小谷田日歯常務理事との懇談会 
8020支援事業・県民公開講座（八代） 
医療・保健・福祉連携学会懇談会 
肥後医育振興会評議員会 
第24回常務理事会 
第11回日歯ホームページ企画小委員会 
第11回日歯対内広報小委員会 
熊本市歯会通常総会 
歯の衛生週間実行委員会 
通常代議員会 
通常総会 
連盟三役会 
裁定審議委員会 
第16回日歯理事会 
荒尾市歯会通常総会懇親会 
第13回理事会 
点数改定説明会 
第４回県医療審議会 
歯の健康文化賞審査委員会 
第１回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会 

第23回常務理事会 
国立病院機構熊本医療センター 
日歯会館 
日歯会館 
スクワール麹町 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
全日空ホテルニュースカイ 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
県歯会館 
阿蘇市農村環境改善センター 
熊本市 
やつしろハーモニーホール 
ＫＫＲホテル熊本 
ＫＫＲホテル熊本 
県歯会館 
日歯会館 
日歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
県歯会館 
日歯会館 
ホテルヴェルデ 
南阿蘇村 
県立劇場 
県庁 
県歯会館 
日歯会館 

県歯会館 
曜日 時間 日付 行事内容内部 場所 
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出席 摘要 日付 所管 

2日 

総務 

国立病院機構熊本医療センター地域医療研修センター運営委員会（国立病院機構熊本医療センター） 浦田会長 

8020支援事業第3回八代ワーキング部会（八代口腔保健センター） 渡辺専務理事、田上理事 

第11回日歯対外ＰＲ小委員会（日歯会館） 

3日 

浦田会長 

第11回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（日歯会館） 

前野副会長、犬束委員 

8020支援事業ガイドブック製作委員会 
（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック　（2）同リーフレット 

宮坂常務理事、田上理事、川瀬委員長他3委員 

県救急医療連絡協議会 4日 八木理事 

月次監査 

6日 

遠山・片山監事 

8020支援事業・県民公開講座打合せ　（1）8020支援事業・県民公開講座（阿蘇会場） 阿蘇郡市・武藤専務理事、隈井理事 

松野信夫参議院議員・春の集い（全日空ホテルニュースカイ） 渡辺専務理事 

第15回日歯臨時理事会（日歯会館） 10日 浦田会長 

第165回日歯代議員会（1日目）（日歯会館） 11日 
浦田会長、小島・中嶋副会長、清村代議員
会議長、増田代議員会副議長 

第165回日歯代議員会（2日目）（日歯会館） 

12日 

浦田会長、小島・中嶋副会長、清村代議員
会議長、増田代議員会副議長 

第120回日歯通常総会（日歯会館） 
浦田会長、小島・中嶋副会長、清村代議員
会議長、増田代議員会副議長 

労務管理打合せ 渡辺専務理事他4名 

8020支援事業・県民公開講座（阿蘇郡市）　参加者：140名（阿蘇市農村環境改善センター） 

13日 

浦田会長、渡辺専務理事、宮坂常務理事、
田上・松岡・八木・牛島理事、阿蘇郡市会員 

小谷田日歯常務理事との懇談会（熊本市） 
浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、松岡・
田上・加藤・八木理事 

第3回県医療・保健・福祉連携学会（崇城大学市民ホール） 

14日 

小島副会長、牛島理事他 

8020支援事業・県民公開講座（八代）　参加者：380名（やつしろハーモニーホール） 
浦田会長、渡辺専務理事、松岡・田上理事、
八代会員 

肥後医育振興会評議員会（ＫＫＲホテル熊本） 

15日 

浦田会長 

8020支援事業ガイドブック製作委員会 
（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック　（2）同リーフレット 

田上理事、川瀬委員長他3委員 

第3回県歯科技工士国家試験委員会（県庁） 

16日 

松岡・竹下・牛島理事、添島委員長 

第24回常務理事会　（1）平成21年度通常代議員会事前質問及び回答 
（2）会員発送時の郵送方法　（3）育英貸付の申請 

浦田会長、常務理事以上全役員、八木理事 

第11回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

17日 

浦田会長 

第11回日歯対内広報小委員会（日歯会館） 浦田会長 

警察歯科医会打合せ　熊本県警察歯科医会（4／2）資料作成 前野副会長、犬束委員 

県議会議員「くすの木会」研究会講演（熊本テルサ） 
18日 

渡辺専務理事 

熊本市歯会通常総会 浦田会長 

8020支援事業ガイドブック製作委員会 
（1）8020支援事業・県民行動指針普及ガイドブック　（2）同リーフレット 

19日 
宮坂常務理事、田上理事、川瀬委員長他3
委員 

通常代議員会　来賓　堤日歯連盟会長　［議事］第1号～第9号議案 
［協議］（1）選挙規則の見直し　（2）時局対策 20日 

浦田会長 

警察歯科医会打合せ　熊本県警察歯科医会（4／2）資料作成 

浦田会長他全役員、清村議長、増田副議
長他全議員 

浦田会長他全役員、荒木議長、今藤副議長 通常総会　［議事］第1号～第7号議案　［協議］（1）選挙規則の見直し　（2）時局対策 

井上副委員長他2委員 

牛島理事、添島委員長他全委員 

前田理事、清水・反後副委員長 

中嶋副会長、勇・前田理事 

田中委員長他2委員 

勇・前田理事、田中委員長他全委員 

浦田会長、勇・前田理事、田中委員長 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員長他
全委員 

勇・前田理事、田中委員長他全委員 

前田理事、田中委員長 

中嶋副会長、勇・前田理事、他全委員 

小島副会長、牛島理事、添島委員長他4委員 

学術小委員会　（1）ＣＴ依頼文書の確認 

学術委員会　（1）4／10ToothWear講演会　（2）5／16解剖学講演会　（3）ＣＴアンケート 

保険個別指導（ＫＫＲホテル） 

基金・連合会歯科連絡協議会 

社会保険個別相談会　（1）相談者：1名 

社会保険委員会　（1）会員向け発行物　（2）個別指導対象者説明会　（3）各郡市社保担当者会議　ほか 

都道府県社会保険担当理事連絡協議会（日歯会館） 

社会保険委員会　（1）点数改定説明会用資料作成 

社会保険委員会　（1）点数改定説明会用資料作成　（2）個別指導・共同指導等 

点数改定打合せ　九州厚生局事務官との打合せ 

社会保険委員会　（1）会員向け発行物　（2）点数改定説明会　（3）社会保険説明会　ほか 

ＧＣ友の会共催学術講演会　受講者：122名 

3月4日 

19日 

2月24日 

26日 

27日 

3月10日 

13日 

16日 

19日 

20日 

2月28日 

社会保険 

学術 

田上理事、川瀬委員長他全委員 
各郡市地域保健担当者会議　（1）平成21・22年度事業計画・予算　（2）8020支援事業 
（3）人吉地区妊婦歯科健診 

2月20日 地域保健 

県体育協会第3回財務特別委員会（ホテル日航） 澤田事務局長 
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出席 摘要 日付 所管 

片山公則会員 

田上理事 

田上理事、桐野委員 

浦田会長、渡辺専務理事、宮坂・西野常務
理事、田上・加藤理事 

渡辺専務理事、宮坂常務理事、田上・八木
理事、川瀬委員長 

竹下理事、池嶋委員長他全委員 

竹下理事 

伊藤学院長、竹下理事 

加藤理事、立本委員長他3委員 

加藤理事、立本委員長 

宮坂常務、加藤理事、立本委員長他全委員 

宮坂常務、加藤理事、立本委員長他3委員 

大林理事、岩本委員長 

河原副委員長他3委員 

西野常務理事 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他全
委員 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他4委員 

前野副会長、片山理事、岡田副委員長 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他1委員 

前野副会長、岡田副委員長 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他全
委員 

前野副会長、片山理事他2委員 

前野副会長、片山理事、岡田副委員長 

冨屋委員長他1委員 

青山製作所熊本工場事業所健診　受診者11名（日本銀行熊本支店） 

県生活習慣病検診等管理指導部会（県庁） 

地域保健小委員会　（1）歯科保健行動指針ガイドブック 

歯の衛生週間実行委員会 

県健康づくり推進課との打合せ 

厚生・管理委員愛　（1）厚生・管理講演会の反省　（2）歯科衛生士の卒後研修 
（3）厚生・管理だより　ほか 

第2回日歯税務委員会（日歯会館） 

厚生・管理小委員会　（1）Ｈ22年度リカバリー研修会開催　（2）無料職業紹介所の検討 
（3）他県リカバリー研修会及びＨＰ求人掲載　ほか 

広報小委員会　（1）会報3月号・第1回校正 

広報小委員会　（1）会報3月号・第2回校正 

広報委員会　（1）会報4月号・編集 

広報小委員会　（1）会報4月号・第1回校正 

県学校保健会第2回評議員会・理事会（県庁） 

学校歯科小委員会　健診時の早見表の作製 

県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 

医療対策委員会　（1）事例報告・検討　（2）平成22年2月11日医療対策委員会講演会の反省 
（3）平成22年2月26日危機管理研修会　ほか 

医療トラブル対策研修会　参加者：42名 

医療相談 

医療対策小委員会　損保ジャパンとの打合せ 

医療対策小委員会　悪質クレーマー対策等 

医療対策委員会　（1）事例報告・検討　（2）平成21年度医療対策委員会活動の反省 
（3）平成22年度の活動　ほか 

医療相談 

医療相談 

医療対策小委員会　苦情に対する通知書の発送準備 

25日 

3月6日 

19日 

3月10日 

17日 

18日 

2月22日 

3月1日 

15日 

23日 

3月4日 

18日 

2月19日 

26日 

3月4日 

5日 

8日 

12日 

15日 

17日 

厚生・管理 

広報 

学校歯科 

医療対策 

前野副会長、岡田副委員長 医療対策小委員会　事務局の不当要求者・恐喝者の応対マニュアル製作 18日 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長他1
委員 

県障がい児（者）歯科保健推進協議会　（1）口腔保健センター障がい者歯科診療の報告 
（2）熊本県障がい児（者）歯科保険推進協議会運営規則　（3）障がい者歯科診療アンケート　ほか 

2月27日 

センター・介護 

松岡理事 口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 3月2日 

松本委員長 県介護支援専門員実務研修（ＫＫＲホテル） 

4日 渡辺専務理事、宮坂常務理事、松岡・八木
理事 

在宅歯科医療連携室整備事業打合せ 

堀尾副委員長 県介護支援専門員実務研修（ＫＫＲホテル） 9日 

松岡理事 県介護支援専門員実務研修（ＫＫＲホテル） 11日 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長他
全委員 

障がい児（者）口腔ケア地域リーダー育成事業打合せ 12日 

宮坂常務理事、松岡理事、松本委員長他3
委員、歯科医師2名、歯科衛生士8名 

障がい児（者）口腔ケア地域リーダー育成事業・歯科健診（大江学園） 21日 

伊藤学院長他7委員 学院教務委員会 ２月22日 

学院 

逢坂教務部長他1委員 学院第2回カリキュラム検討部会 25日 

三笘委員他2委員 第2回学院臨床（地）実習検討部会 ３月２日 

出口副学院長他1役員 学院一般二次試験　受験者：5名 
５日 

浦田会長、伊藤学院長他6委員 学院入試委員会 

 学院一般二次入試合格者発表　合格者：1名 ６日 

伊藤学院長他2名 歯科衛生士国家試験　受験者：49名（福岡） ７日 

伊藤学院長他2役員 学院役職員会 11日 

浦田会長、伊藤学院長他14名 学院卒業式　卒業生：49名 13日 

伊藤学院長 学院終業式 19日 

上野副理事長、森口理事 全協九州支部総会（ＡＮＡクラウンプラザホテル福岡） ３月３日 

国保組合 
浦田理事長 全歯連通常総会（スクワール麹町） ４日 

30議員、浦田理事長他全役員 
国保通常組合会　（1）平成21年度歳入歳出補正予算（案）　（2）規約一部改正（案） 
（3）平成22年度事業計画（案）　ほか 

６日 

地域保健 

田上理事 菊池地域歯科保健連絡協議会（菊池郡市歯会館） 24日 

H.22.4
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社団法人  熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

＜災害保障特約＞ 
（死亡保障プラン）会員・配偶者 

（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 



K
u
m
a
s
h
i
 
 
K
a
i
h
o
u

編
　  

集
　  

後
　  

記 

行事 
予定 

5 2
0
1
0
 熊
本
県
歯
科
医
師
会
広
報
誌
  N
0
.6
4
8

6日（木） 

16日（日） 

18日（火） 

22日（土） 

 

 

25日（火） 

第３回常務理事会 

学術・医療対策合同講演会 

第４回常務理事会 

九州各県会長会議（大分） 

九地連協議会（大分） 

九地連総会（大分） 

第２回理事会 
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　桜が満開です。花見客も大勢、み

んなで桜を愛でています。長く辛か

った冬を耐え忍び春の到来とともに

一斉にパッと咲き誇る。そんなドラ

マチックなところが我々日本人の感

性に訴えかけるのでしょうね。 

　さて未だ厳しい冬の時代なのが鳩

山政権、４月には高校無償化、６月

には子供手当の開始といよいよこれ

からが正念場です。果たして「サク

ラサク」のかそれとも桜の花びらの

ように儚く散ってしまうのか、はて

さて…。　　　　　　　　　（I.K） 

はかな 


